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環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

本紙は環境保全のため再生紙を
使用しています。

ファサードの切妻屋根から 1 階と 2 階の間の
ドイツ壁部分の仕上がりが美しく、ハーフティ
ンバーとした破風がアクセントになっていま
す。ただ、1 階右側の玄関ポーチの不協和音が
気になります。

2 階の左右は下見板張り仕上げ。全体に直線を貴重とした
素材構成で、巧みに組み合わされた縦と横のラインが役場
建築に風格と気品を持たせています。
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昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
、
手
荘
町
・
大
賀
村
・

高
山
村
の
三
か
町
村
合
併
に
よ
り
川
上
町
が
誕
生
。

庁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
旧
手
荘
町
役
場
で
し

た
。
旧
手
荘
町
役
場
は
昭
和
四
年
五
月
十
日
に
落
成

し
た
木
造
瓦か

わ
ら

葺ぶ
き

二
階
建
て
。
建
坪
は
、
本
館
が
五
十

坪
で
書
庫
六
坪
。『
川
上
町
史
』
地
誌
編
（
川
上
郡

川
上
町
、
平
成
三
年
）
は
、「
和わ

洋よ
う

折せ
っ

衷ち
ゅ
う

県
下
稀ま

れ

に

見
る
庁
舎
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
町
史
が
伝
え
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
正
三
年
の
赤
松
佳
衛
村
長
時
代

か
ら
庁
舎
新
築
準
備
と
し
て
毎
年
五
百
円
を
積
み
立

て
、
加
藤
郡
平
村
長
時
代
の
昭
和
三
年
六
月
に
工
事

契
約
を
結
び
、
六
千
円
が
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
サ
ー
ド
（
建
物
の
正
面
）
の
切き

り

妻づ
ま

屋
根
を
中

心
に
ほ
ぼ
左
右
対
称
と
し
た
建
物
は
、
落
ち
着
い
た

佇た
た
ず

ま
い
を
見
せ
る
地
頭
の
町
を
象
徴
す
る
建
造
物
だ

と
思
い
ま
す
。
左
右
を
対
称
と
す
る
建
築
様
式
は
明

治
以
降
の
特
徴
。
行
政
、
教
育
、
医
療
機
関
や
工
場

な
ど
に
広
く
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
七
年
に

完
成
し
た
旧
高
梁
尋
常
高
等
小
学
校
本
館
（
現
在
の

高
梁
市
郷
土
資
料
館
）
も
、
玄
関
ポ
ー
チ
を
中
心
に

ほ
ぼ
左
右
対
称
と
し
た
好
例
で
す
。
近
代
の
青
春
と

呼
ば
れ
る
大
正
期
を
過
ぎ
た
昭
和
初
期
。
重
厚
な
擬ぎ

洋よ
う

風ふ
う

建け
ん

築ち
く

か
ら
発
展
し
、
西
洋
風
の
中
に
日
本
独
自

の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

建
築
物
。
そ
れ
が
旧
手
荘
町
役
場
・
旧
川
上
町
役
場

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

正
面
の
切
妻
屋
根
は
少
し
急
な
勾こ

う

配ば
い

を

描
い
て
い
ま
す
。
破は

風ふ

は
ド
イ
ツ
壁
に

木
の
骨
組
み
を
見
せ
た
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン

バ
ー
。
そ
の
中
央
に
町
（
村
）
の
マ
ー
ク

を
添
え
て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ュ
に

変
更
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
一
階
と
二
階

の
窓
の
間
に
も
六
角
形
の
飾
り
を
持
た
せ

た
ド
イ
ツ
壁
を
置
き
、
建
物
の
高
さ
を
強

調
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
サ
ー
ド
の
左
右
は

洋
風
建
築
技
法
の
代
表
で
あ
る
下し

た

見み

板い
た

張ば

り
。
全
体
に
縦
と
横
の
ラ
イ
ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組

み
合
わ
せ
た
仕
上
が
り
と
し
て
い
ま
す
。
町
史
が
称

え
る
よ
う
に
、
竣
工
当
時
、
ハ
イ
カ
ラ
な
役
場
は
さ

ぞ
目
を
引
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
一
階
の
右

側
入
口
に
は
少
々
無
骨
な
切
妻
屋
根
を
配
し
、
左
右

対
称
の
均
衡
を
破
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
年
頃
の
川
上
町
は
、
煙た

ば
こ草

や
蒟こ

ん

蒻に
ゃ
く

な
ど
の

農
業
生
産
や
鉱
物
資
源
の
採
掘
が
過
渡
期
を
迎
え
た

頃
で
す
。
六
月
に
は
張ち

ょ
う

作さ
く

霖り
ん

爆
殺
事
件
が
起
こ
り
、

わ
が
国
は
戦
時
色
を
濃
く
し
て
ゆ
き
ま
す
。
手
荘
町

役
場
と
し
て
生
ま
れ
た
建
物
は
、
川
上
町
の
昭
和
を

見
つ
め
、
二
回
の
市
町
村
合
併
の
歴
史
を
伝
え
な
が

ら
八
十
一
年
の
歳
月
を
刻
ん
で
き
た
近
代
化
遺
産
で

す
。
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